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学位論文内容の要旨
目的) 無症候性 Brugada 症候群(BrS)について、異常心電図マーカーに基づいたプログ
ラム刺激(PVS)の適応と予後的意義を評価した。
方法) 対象は岡山大学で PVS を施行した無症候性 BrS125 名。異常心電図マーカーを
QRS 棘波(fQRS)、Tpeak-Tend 間隔延長(Tpe≧100ms)とし、平均 132 ヶ月間追跡し、心
室細動(VF)イベントを評価した。 
結果) fQRS は 66 人で、Tpe≧100ms は 37 人で認められた。60 人で VF が誘発され
た。追跡期間中に、10 人が VF を発症し、fQRS、Tpe≧100ms、VF 誘発性は、いずれも
VF イベントと関連を認めた。VF イベントは、異常心電図なしで 0％/年、非 VF 誘発で
0.1％/年で、fQRS と Tpe≧100ms を有し、VF が誘発される際には、4.4%/年(p<0.001)と
将来の VF 発症と強く関連した。 
結論) 無症候性 BrS のリスク評価に、fQRS、Tpe≧100ms に基づいた PVS が有用で
ある。
論文審査結果の要旨
無症候性 Brugada 症候群(BrS)について、異常心電図マーカーに基づいたプログラム心
室刺激(PVS)の適応と予後的意義を評価した。岡山大学病院にて PVS を施行した無症候性
BrS125 名を対象とし、異常心電図マーカーを QRS 棘波(fQRS)、Tpeak-Tend 間隔延長(Tpe
≧100ms)と定義した。平均 132 ヶ月間追跡し、心室細動(VF)イベントを評価した。その結
果、fQRS は 66 人で、Tpe≧100ms は 37 人で認められた。60 人で VF が誘発された。追
跡期間中に、10 人が VF を発症し、fQRS、Tpe≧100ms、VF 誘発性は、いずれも VF イベ
ントと関連を認めた。VF イベントは、異常心電図なしで 0％/年、非 VF 誘発で 0.1％/年で、
fQRS と Tpe≧100ms を有し、VF が誘発される際には、4.4%/年(p<0.001)と将来の VF 発
症と強く関連した。この結果から、無症候性 BrS のリスク評価に、fQRS、Tpe≧100ms に
基づいた PVS が有用であることを示した価値ある業績である。
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。
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